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代表者コメント

（１）　事業所名 栃木スバル自動車　株式会社

（２）　代表者氏名 代表取締役社長　　　小平 和正

（３）　所在地 栃木県宇都宮市陽南１丁目１番１７号

（４）　環境保全関係者

事務局メンバー 根本 敏弘、大橋 一由、中田 勝久、関口 久雄、

仲三河 浩和、市村 和俊、柴崎 重美

環境管理責任者 根本 敏弘

環境コンプライアンス担当 仲三河 浩和、中田 勝久

事務局長 柴崎 重美

連絡先 電話　０２８－６５８－２１３４　　FAX　０２８－６５９－０８０９

E-mail : soumu@tochigi-subaru.jp

https://www.tochigi-subaru.jp/

（５）　事業の内容

新車・中古自動車の販売、整備、自動車部品・用品の販売、自動車保険代理業務

（６）　事業の規模 （2023年度）

・売上高 9,713 百万円

・新車販売台数 2,059 台

・中古車販売台数 1,553 台

・従業員数 256 人

【１】組織の概要

２００９年８月から取り組んできたエコアクショ
ン２１も社員の努力もあり、かなり定着してき
ていると思われます。
ＳＵＢＡＲＵとしても２０２２年に新型電気自動
車「SOLTERRA（ソルテラ）」が投入され、それ
らの拡販に加え、事業活動としても省エネ・環
境に優しい体質にしていきたいと考えます。
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（７）　実施体制

(役割)

ｺﾝﾌﾗ゚ｲｱﾝｽの情報提供及び

環境経営ｼｽﾃﾑへの助言

役 員 会

（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰ会議）

ＣＳ 会議

（EA21推進委員会）

足
利
店

宇
都
宮
南
Ｓ
Ｃ

Ｃ
Ｓ
小
山
南

さ
く
ら
店

栃
木
店

鹿
沼
店

本
社

佐
野
店

日
光
店

真
岡
店

宇
都
宮
店

宝
木
店

宇
都
宮
I
P
店

那
須
店

小
山
店

ＥＡ２１
推進事務局

最高責任者

株式会社SUBARU

環境管理責任者 環境ｺﾝﾌﾗ゚ｲｱﾝｽ担当

で囲った組織を除く

全組織、全活動を対象としている

担当者、会議体 役割、責任及び権限

・環境マネジメント（EMS）執行の最高責任者

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

・環境方針を定める。また必要に応じ見直す

・EMSの見直しと必要な指示（マネジメントレビュー）を行う

・要員（人材）、設備、資金等の資源を経営上対応可能な範囲で用意する

・環境管理責任者を任命する

・環境文書・記録の承認を行う

環境管理責任者 ・本業の業務とは関わりなく、EMSを確立・実施・維持する責任と権限を有する

・環境方針に沿って全社環境目標（中期と当該年度）を策定する

・緊急事態の訓練を計画し、実施する（拠点の実施を推進する）

・マネジメントレビューの報告情報を取り纏め社長へ報告する

・環境に係わる教育訓練を推進する

・外部からの苦情対応の責任者

環境コンプライアンス担当 ・「環境関連法規制等一覧表」を作成し、最新状態を維持する

・環境に関する行政機関対応の責任者（法規制対応も含む）

・環境管理責任者を補佐し、ＥＭＳの確立・実施・維持全般に関する事務局業務
を行なう

・環境経営マニュアル・手順書、帳票等（環境文書・記録）の作成・維持管理

・各部門、各拠点との調整、情報の伝達

・全社ＥＭＳの進捗管理、審査対応窓口（外部との調整を含む）

・マネジメントレビューの情報収集・整理

・株式会社SUBARUの環境推進部門との窓口

・各部門・拠点の環境活動の実質的な実施責任者

・各部門(担当する管理職)、各拠点長が担当する

一般従業員 ・環境活動の重要性を自覚し、必要な環境教育訓練を受け、環境方針・環境目
標・環境活動実施計画書に基づいて、日常の環境活動に取り組む

役 員 会 ・主催者：社長

（環境に関わる事項についてのみ） ・構成員：役員

・会議の目的：環境活動に関する重要な課題がある場合には、役員会の議事とし
て議論する

・開催頻度：1回/月

・記録の有無：記録を残す（環境管理責任者）

C　S　会議 ・主催者：社長

（EA21推進委員会） ・構成員：役員(環境管理責任者）、各部門・拠点推進責任者、EA21推進事務局

・会議の目的：情報伝達、意見交換等、環境活動の推進

・開催頻度：随時

・記録：記録を残す（EA21推進事務局）

マネジメントレビュー会議 ・主催者：社長

・構成員：役員・EA21推進事務局

・会議の目的：EMSを規定した通り適切に運用しているか、有効に機能している
か、目標の達成状況、問題点の明確化と改善の方向を示す

・開催頻度：役員会の場を利用して行う。
（2回／年　4月、10月）

・記録の有無：記録を残す（「マネジメントレビュー議事録」）

部門・拠点推進責任者

EA21推進事務局
「本社事務局と呼ぶ」

社　長
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（８）　事業所一覧

上記全組織、全活動を対象としている

【２】対象範囲

工場

資格 総数

1 本社（宇都宮店除く） 320-0834 栃木県宇都宮市陽南1-1-17 028-658-2134 028-659-0809 - 40 4 44 A

2 宇都宮店 320-0834 栃木県宇都宮市陽南1-1-17 028-658-2131 028-658-9732 指定 32 2 34 C

3 宝木店 320-0074 栃木県宇都宮市細谷町754-1 028-650-5653 028-650-5654 指定 14 0 14 C

4 宇都宮イ ンターパーク店 321-0118 栃木県宇都宮市イ ンターパーク4-8-2 028-657-7701 028-657-7702 指定 22 0 22 C

5 那須店 329-2745 栃木県那須塩原市三区町633-13 0287-36-1170 0287-36-3544 指定 15 2 17 C

6 小山店 323-0014 栃木県小山市喜沢667-11 0285-22-2575 0285-22-2560 指定 18 0 18 C

7 佐野店 327-0041 栃木県佐野市免鳥町862-1 0283-22-6207 0283-22-6209 指定 12 1 13 C

8 日光店 321-2412 栃木県日光市倉ケ崎松原120-5 0288-22-3361 0288-223362 指定 10 0 10 C

9 真岡店 321-4361 栃木県真岡市並木町3-4-10 0285-84-2121 0285-84-2123 指定 13 0 13 C

10 さくら店 329-1303 栃木県さくら市松山1030 028-682-3003 028-682-3005 指定 10 0 10 C

11 栃木店 328-0074 栃木県栃木市薗部町1-17-13 0282-25-0112 0282-25-0115 指定 13 0 13 C

12 鹿沼店 322-0026 栃木県鹿沼市茂呂2611-3 0289-64-2121 0289-64-2122 指定 15 0 15 C

13 足利店 326-0033 栃木県足利市花園町62 0284-40-3131 0284-40-3318 指定 18 0 18 C

14 宇都宮南サービスセンター 321-0124 栃木県宇都宮市下横田町東川原949-2 028-655-5700 028-655-5701 認証 8 0 8 F

15 カ ースポット小山南 323-0827 栃木県小山市神鳥谷303-1 0285-39-7700 0285-25-7739 認証 7 0 7 C

注） (内数)とは母店の内数を示す

　　工場の資格で、指定は指定整備工場、認証は認証工場を示す

   組織区分の意味 A＝オフィス業務（事務所業務）

B＝オフィス業務＋自動車販売(新車、中古車）

C＝オフィス業務＋自動車販売（新車、中古車）＋整備業務

D＝オフィス業務＋自動車販売（新車、中古車）＋整備業務＋鈑金塗装

E＝オフィス業務＋整備業務

F＝オフィス業務＋整備業務＋鈑金塗装

事業所名 郵便番号 住所 電話番号 FAX番号
正社員

非正規 総合計 組織区分
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【３】環境経営方針

   栃木スバル自動車株式会社は、世界遺産日光を擁する栃木県の自然環境及び

次世代の環境に及ぼす影響を常に意識し、住み良い地域環境と地球環境の実現

のため、経営のあらゆる側面で環境に配慮して行動します。

　この理念のもと、当社が行なう自動車及び部品の販売、整備、保険代理業務に関

する事業活動が環境に与える影響を考慮し、以下の環境保全活動を推進します。

１．環境に配慮した車の販売を推進します。

２．事業活動の全領域で、省エネルギー（CO２削減を含む）、省資源、リサイクル、

    環境保全に配慮した活動を行ないます。

３．環境汚染を未然に防止すると共に、環境マネジメントが継続的に改善できる

  　ように推進します。

４．適用される環境関連の法規制、条例、及び当社が同意するその他の要求事項

    を遵守します。

５．特に次の環境保全の重要項目に対して、環境目標を設定し取り組みを行い、必

    要があれば見直しを行ないます。

　　①省エネルギーの推進（電力使用量、燃料使用量削減）

　　②省資源　（水使用量、紙使用量抑制）

　　③廃棄物の排出抑制と適正処理（一般及び産業廃棄物排出量削減）

　　④化学物質管理の強化（ＰＲＴＲ法関連、ＶＯＣ対策）

　　⑤ 拠点周辺の清掃活動を行ない、地域の環境改善に貢献します。

６．この環境経営方針を全従業員に周知し、教育活動を推進します。

栃木スバル自動車株式会社

代表取締役社長　　 小平　和正

　環　境　経　営　方　針

　≪基本理念≫

≪基本方針≫

2019年　4月　1日
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【４】環境経営目標
（１）　環境負荷の状況（全社）　

（２）　中期環境目標（全社）

【５】環境経営計画
取組（実行施策・手段）

（1） 二酸化炭素排出抑制 電力使用量削減 ＊冷暖房設定温度管理

＊休憩時間消灯

＊PCのｽﾀﾝﾊﾞｲ設定の徹底

＊ｻｰﾋﾞｽ工場のｽﾄｰﾙ毎消灯の徹底

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 ＊効率的な車の使用

＊ｶﾞｿﾘﾝｶｰﾄﾞの適正管理

＊ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進

灯油使用量削減 ＊冷暖房設定温度管理

（2） 産業廃棄物排出抑制 紙（ｺﾋﾟｰ用紙）の使用削減 ＊会議等の資料枚数の削減

＊裏紙使用、両面印刷の推進

＊電子媒体による資料の推進

産業廃棄物の削減 ＊ﾏﾆﾌｪｽﾄの完全運用

＊持ち込まない運動の推進

＊適正分別の徹底、リサイクル化の推進

（3） 水使用量削減 上水道の使用量削減 ＊ｵﾌｨｽ及び整備工場の節水活動推進

（4） 化学物質管理強化 管理台帳の作成 ＊全体量の把握・拠点展開

（5） 販売に関する活動 エコカー販売推進 ＊新車販売目標の必達

（6） 社会貢献活動 社会貢献活動推進 ＊地域社会への環境活動推進

＊事業所周辺の清掃活動

環境経営目標項目

単位 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（R2年度） （R3年度） （R4年度） （R5年度）

電 気 kwｈ 1,139,789  1,141,570  1,129,654  1,063,518  

二酸化炭素 ガ ソ リ ン ℓ 244,674  244,623  250,866  249,176  

排出抑制 灯 油 ℓ 15,974  10,207  8,492  9,712  

軽 油 ℓ 12,474  11,660  12,146  12,213  

Ｌ Ｐ Ｇ ｍ3 266  234  202  173  

ｋｇ-CO2 641,525  624,578  635,789  634,915  

コ ピ ー 紙 ｋｇ 4,110  4,227  4,230  4,168  

産 業 廃 棄 物 ｋｇ 56,377  210,907  185,206  182,218  

上 水 道 ｍ3 5,354  5,612  5,247  4,873  

*産業廃棄物については、2021年度より全項目を集計するように変更

二酸化炭素排出量

廃棄物排出抑制

水使用量削減

単位 基準値 2021年度 2022年度 2023年度

（H31(R1)年度） （R3年度） （R4年度） （R5年度）

（△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

1,146,508  1,135,043  1,123,578  1,112,113  

（△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

二酸化炭素 285,453  282,598  279,743  276,889  

排出抑制 （△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

11,962  11,842  11,723  11,603  

ｋｇ-CO2 736,761  729,393  722,026  714,658  

（△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

4,544  4,499  4,453  4,408  

（△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

204,141  202,100  200,058  198,017  

－ 管理台帳による管理 管理台帳による管理 管理台帳による管理 管理台帳による管理

（△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

6,093  6,032  5,971  5,910  

新車販売目標

達 成 率

＊二酸化炭素排出量については、ガスは3年後△3%（各年△1%）、軽油は3年後3%（各年△1%）として計算しております。

社会貢献活動

水使用量削減 上 水 道

廃棄物排出抑制

産 業 廃 棄 物

コ ピ ー 紙

ｋｇ

ℓ

電 気 kwｈ

ガ ソ リ ン ℓ

二酸化炭素排出量

灯 油

ｋｇ

化学物質管理強化

１００％　　 １００％　　 １００％　　

ｍ3

％
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【６】環境経営目標の実績
数値実績（全社）

電気・ガソリン・灯油　目標比　グラフ　（全社）

電気使用量  (ｋｗｈ)

ガソリン使用量  ( ℓ )

灯油使用量  ( ℓ )
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灯油使用量 Ｌ

合計 目標

単位 削減目標 2023年度計画 2023年度実績 評価（目標比）

（基準年度比） （R5年度） （R5年度）

電 気 kwｈ △３％ 1,112,113  1,063,518  ○（95.6%）

二酸化炭素 ガ ソ リ ン ℓ △３％ 276,889  249,176  ○（90.0%）

排出抑制 灯 油 ℓ △３％ 11,603  9,712  ○（83.7%）

ｋｇ-CO2 714,658  634,915  ○（88.8%）

コ ピ ー 紙 ｋｇ △３％ 4,408  4,168  ○（94.6%）

産 業 廃 棄 物 ｋｇ △３％ 198,017  182,218  〇（92.0%）

－ 管理台帳の作成 管理台帳の作成 管理台帳の作成 ○

上 水 道 ｍ3 △３％ 5,910  4,873  ○（82.4%）

新車販売目標

達 成 率

＊評価記号　：　○達成　×未達成

(注) 使用した排出係数は、出光ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾜｰ 調整後排出係数 0を使用しております。

二酸化炭素排出量

１００．０％ ×

廃棄物排出抑制

水使用量削減

社会貢献活動 ％

化学物質管理強化

８４．９％
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【７】取り組みの実施状況、次年度の取り組み内容

(1)
電力使用量削減 冷暖房設定温度管理

休憩時間消灯

PCのｽﾀﾝﾊﾞｲ設定の徹底

ｻｰﾋﾞｽ工場のｽﾄｰﾙ毎消灯の徹底

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 効率的な車の使用

ｶﾞｿﾘﾝｶｰﾄﾞの適正管理

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進

灯油使用量削減 工場残業管理及び温度管理

(2)
紙（ｺﾋﾟｰ用紙）の使用削減 会議等の資料枚数の削減

裏紙使用、両面印刷の推進

電子媒体による資料の推進

産業廃棄物の削減 ﾏﾆﾌｪｽﾄの完全運用

持ち込まない運動の推進

分別再資源化の推進

(3)
上水道の使用量削減 ｵﾌｨｽ及び整備工場の節水活動推進

(4)
管理台帳の作成 全体量の把握・拠点展開

(5)
エコカー販売促進 ＊新車半場御目標の必達

(6)

社会貢献環境保全活動 地域社会への環境活動推進

事業所周辺の清掃活動

月1回の清掃活動、赤十字社から

の献血要請にも対応し、積極的

に取り組みを進めました。今後

も拠点単位で継続して実施をし

ています。

会社周辺の道路清掃は定期的に行う事が

できています。又、献血も継続して実施

ができています。今年度は交通安全街頭

啓蒙にも参加することが出来ました。引

き続き地域に貢献する活動を続けていき

ます。

追加や削除される項目に対応し、速やか

に拠点展開を行っていきます。

全社員が期末最後まで拡販に取

り組み、売り上げ台数に結び付

ける為、車両登録と整備の促進

も連携を図りながら進めまし

た。又、労働組合も社内紹介販

売や組合員の代替促進を行いま

した。

取り組みの結果、未達成でした。経済活

動は緩やかに回復をしていますが、一方

でｴﾈﾙｷﾞｰや資材の高騰により自動車業界

を取り巻く環境は厳しい状況が続いてい

ます。下期はﾒｰｶｰから一部の車両の供給

停止もあり販売実績は苦戦しました。労

働組合も拡販の促進を行いましたが昨年

と比べても厳しい結果となりました。引

き続き目標達成に向けて全社員一丸と

なって頑張って行きます。

散水弁・洗車機・休憩室・会議

室等、屋内外の水道設備から漏

水していないか常に注意し、料

金の推移にも注視しながら取り

組みを進めています。

△17.6%達成する事ができました。これか

らも水漏・蛇口の閉め忘れ等の確認を小

まめに実施をして取り組みを継続してい

きます。

廃棄物の分別を継続して徹底し

再資源化の推進を実施しまし

た。

取り組みの結果△8.0%と達成となりまし

た。取組み意識の向上もあり昨年よりも

向上しています。改めて分別の徹底を確

認し、廃ｵｲﾙ・鉄くず等の再資源ができる

項目についても意識して削減を図って参

ります。

ﾒｰﾙ・ｽﾏﾎ・ｽｷｬﾅｰ等の利用を増や

す事、ﾐｽﾌﾟﾘﾝﾄ削減の為に印刷前

確認の徹底をする事。また個人

情報に注意しながら両面ｺﾋﾟｰ・

使用済み用紙の裏面を利用を推

進し、基本的な取り組みを徹底

して行っています。

取り組みの結果△6.4%と達成し昨年より

1.4％増やす事が出来ました。社外の申

請・申告も電子申請が多くなり、又　社

内の報告・連絡・お知らせ・会議資料等

も電子媒体を積極的に利用することがで

きました。今後も基本的な取り組みを継

続していきます。

拠点によりばらつきはあるもの

の全社的に残業時間の削減はで

きています。ｻｰﾋﾞｽ部門で推進中

の早期予約も浸透され平準化も

されてきました。温度設定の管

理と電源のON・OFFを小まめに実

施する様に継続して取り組みを

進めます。

△16.3%達成する事ができました。昨年△

27.6％と比較するとやや使用料は増えま

したが、今後も温度管理と使用時間の配

慮・在庫管理を徹底し、削減に取り組み

たいと思います。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大以降定着

してきたWeb会議や出張の減少に

より車両の使用頻度は以前少な

くなっています。一方でお客様

の試乗誘致は以前にも増して広

告しておりますがｺﾛﾅ以降の効率

的な使用方法も定着し、社員の

意識も高く取り組みが継続して

います。

取り組みの結果△10.0%と達成する事がで

きました。Webでの会議・研修会・説明会

が定着し、外出の頻度は減少していま

す。引続きｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞも啓発・推進してい

きます。

評価

冷暖房の温度設定を徹底・空調

機のﾌｨﾙﾀｰ清掃や屋外広告物の設

定時間を確認し、季節による変

更を実施致しました。又、今期

はLEDへの入替を宇都宮南ｻｰﾋﾞｽｾ

ﾝﾀｰと宇都宮店（ｻｰﾋﾞｽ部品ｾﾝ

ﾀｰ）にて実施しました。

昨年が+0.5%と未達成でしたが、今年は△

4.7％達成することが出来ました。今期は

LEDへの入替を宇都宮南ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰと宇都

宮店（ｻｰﾋﾞｽ部品ｾﾝﾀｰ）で実施しました。

今後は2024年上期に宇都宮店本社棟の計

画をしています。今年度真岡店が移転新

築工事を行いLEＤ化しましたが拠点規模

を大きくした為真岡店としては移転後、

電気使用量が増加となりました。それで

も一昨年から始めた各拠点のLED化により

全体の使用料をを最小限に抑えながら業

務効率も上げる事が出来ました。

目標 取組内容 取組の実施状況
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【次年度の取り組み内容】
　これまで継続して入替を行ってきたＬＥＤ照明器具の交換が次年度一通り完了する予定です。それ
以外の機器においても省エネタイプのの商品を導入する事を引き続き促進してまいります。冷暖房
設備の交換の場合も省ｴﾈﾀｲﾌﾟの製品を導入すると共に、今まで以上に適正な運用を心掛けます。
整備作業効率化によって省電力化に貢献できるようにさらなる努力いたします。紙の使用量につい
ては、社外への電子申請・申告やメール、スマホ、スキャナー等を積極的に推進してまいります。廃
棄物の分別を再度徹底しリサイクル化の推進・適正分別による廃棄量削減を図ってまいります。中
期環境目標必達に向けて、今年度の取り組み結果・評価を振り返り、全社員一丸となって取り組み
を引き続き実施いたします。

今年度の取り組み

献血活動への取り組み
複数店舗での活動を毎年実施

日光小学校 職場見学
日光小学校5年生の校外学習で本社と宇都宮店の職場見学を

実施致しました。自動車に関して、座学やアイサイトの自動ブ

レーキを見学してもらいました。

一つのいのちプロジェクト
日光国立公園 那須平成の森に

ＥＶ車両「ソルテラ」を提供いたしました。

人と自然をつなぐインタープリターの活

動を応援していきます。
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【次年度の取り組み内容】
(１)中期環境目標(全社)

(２)環境経営計画

単位 基準値 2024年度 2025年度 2026年度

（R5年度） （R6年度） （R7年度） （R8年度）

（△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

1,115,171  1,104,019  1,092,868  1,081,716  

（△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

二酸化炭素 249,904  247,405  244,906  242,407  

排出抑制 （△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

9,992  9,892  9,793  9,693  

ｋｇ-CO2 637,232  630,860  624,487  618,115  

（△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

4,168  4,126  4,085  4,043  

（△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

182,218  180,395  178,573  176,751  

－ 管理台帳による管理 管理台帳による管理 管理台帳による管理 管理台帳による管理

（△1％）　 （△2％）　 （△3％）　

4,873  4,824  4,776  4,727  

新車販売目標

達 成 率

＊二酸化炭素排出量については、ガスは3年後△3%（各年△1%）、軽油は3年後3%（各年△1%）として計算しております。

化学物質管理強化

１００％　　 １００％　　 １００％　　

ｍ3

％

ｋｇ

ℓ

電 気 kwｈ

ガ ソ リ ン ℓ

二酸化炭素排出量

灯 油

ｋｇ

廃棄物排出抑制

産 業 廃 棄 物

コ ピ ー 紙

社会貢献活動

水使用量削減 上 水 道

取組（実行施策・手段）

（1） 二酸化炭素排出抑制 電力使用量削減 ＊冷暖房設定温度管理

＊休憩時間消灯

＊PCのｽﾀﾝﾊﾞｲ設定の徹底

＊ｻｰﾋﾞｽ工場のｽﾄｰﾙ毎消灯の徹底

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 ＊効率的な車の使用

＊ｶﾞｿﾘﾝｶｰﾄﾞの適正管理

＊ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進

灯油使用量削減 ＊冷暖房設定温度管理

（2） 産業廃棄物排出抑制 紙（ｺﾋﾟｰ用紙）の使用削減 ＊会議等の資料枚数の削減

＊裏紙使用、両面印刷の推進

＊電子媒体による資料の推進

産業廃棄物の削減 ＊ﾏﾆﾌｪｽﾄの完全運用

＊持ち込まない運動の推進

＊適正分別の徹底、リサイクル化の推進

（3） 水使用量削減 上水道の使用量削減 ＊ｵﾌｨｽ及び整備工場の節水活動推進

（4） 化学物質管理強化 管理台帳の作成 ＊全体量の把握・拠点展開

（5） 販売に関する活動 エコカー販売推進 ＊新車販売目標の必達

（6） 社会貢献活動 社会貢献活動推進 ＊地域社会への環境活動推進

＊事業所周辺の清掃活動

環境経営目標項目

9



【８】環境関連法規等の遵守状況の確認
及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（１） 適用となる環境関連法規

（２） 違反、訴訟等

　2024年5月31日に環境関連法規の遵守状況をチェックした結果、当社における
環境関連法規への違反はありません。また、関係機関からの指摘も過去3年間ありません。
同様に、訴訟について１件もありません。

【９】代表者による全体評価と見直しの結果

電気使用量の削減と環境に優しい照明器具としてLEDの入替を進めています。今期は宇都
宮南ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰと宇都宮店（ｻｰﾋﾞｽ部品ｾﾝﾀｰ）で実施しました。来年上期で全店舗設置が
完了する予定です。これからも設備に関して省ｴﾈﾀｲﾌﾟの商品の導入を進めていきますが、
社員の環境に配慮する意識はとても重要です。今後も効率的な使用方法により使用量は最
小限に抑えながら業務の効率にも繋げて下さい。企業活動を行う上で環境活動はとても大
切な位置づけです。 自動車販売会社として出来る事、環境への細やかな配慮や地域社会
への貢献をこれからも引続き継続していきます。

適用法規 要　　求　　事　　項　（概　要） 評価結果

水質汚濁防止法 ＊特定施設の届出 適合

浄化槽法 ＊設置届出、法定検査、保守点検 適合

下水道法 ＊使用、設置の届出 適合

＊ＳＤＳの周知

＊有機溶剤作業主任者等の選任 適合

＊有機溶剤設備等設置届

＊廃棄物処理業者との委託契約

＊廃棄物の表示・保管管理 適合

＊マニフェストの交付・管理・報告

＊少量危険物取扱いの届出・表示

＊乾燥設備設置届

＊特定製品が廃棄される際のフロン類の適正な措置

＊簡易点検の実施

騒音規制法 ＊特定施設の届出 適合

振動規制法 ＊特定施設の届出 適合

＊特定化学物質の排出量・移動量の把握と記録、

　　　　基準値以上の取扱量の場合は行政に報告

自動車リサイクル法 ＊使用済自動車の適正処置 適合

栃木県生活環境の保全等に関する条例 ＊各適用法規に準ずる 適合

化管法（PRTR法） 適合

労働安全衛生法

廃棄物処理法

消防法 適合

フロン排出抑制法 適合
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